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全国科学館連携協議会 令和元年度 北信越ブロック会議 活動報告 

 
１． 日  時 2020（令和２）年 1 月 23 日（木）13：30～15：30 

   

２． 場  所 富山市科学博物館 

富山市西中野町一丁目 8-31 

   

３． 参加者数 加盟館 ９館 25 名、連携協事務局 1名 

   

４． 概  要  

 ① 開会挨拶 

幹事館 富山県 立山カルデラ砂防博物館館長 本田 孝夫 

連携協事務局 事務局長 長谷川 潤 

② 参加者自己紹介 

③ 連携協事務局からのお知らせ 

④ 各館からの新しい活動事例紹介、意見交換（事前アンケートを基に） 

⑤ 次期幹事館の承認 

   

５． 内 容  

 ③ ・巡回展示物の貸し出し活用方法などについて 

・連携協所有のパネル等の展示データコンテンツの利用について 

参加者からの発言 

連携協担当スタッフ以外にこれらの情報が館内に周知されておらず、今回

出席して初めて知ったので、連携協コンテンツの活用が徹底されるように

担当者には努力をお願いしたい。 

 

④ 各館の協力を得て、会議内容を踏まえた事前アンケートの回答を議事進行資

料とさせていただいた。事務局で任意に抽出した項目を各館より報告いただ

き、情報共有と質疑をおこなった（以下一部を抜粋）。 

   新規導入した展示物について 

 新規導入とは違うが、企業の技術紹介をするコーナーを１年ご

とに更新、今年度はスポーツ関連企業３社の紹介（新潟県立自

然科学館）。 

・地元企業に依頼し、自社開発技術を紹介出展 

・展示内容については企業に一任 

・館側に予算がないため企業側が支出 
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・同様に企業が出展している加盟館は他にあるものの、展示の更

新がされていない（なかなか協力が得られない） 

 3D プリンターで製作した地形模型（黒部市吉田科学館） 

・コンシューマー向けの市販品のプリンターを使って、地形ジオ

ラマを小型のブロック単位でプリンター出力して作成してい

る 

 立山連峰の氷河をドローンで撮影した 4K 映像の投影（富山県

立山カルデラ砂防博物館） 

・ドローンを使ったイベントについて他館から、屋外での運用に

ついて経験不足からなかなか効果があがらないとの発言。 

→ドローンの運用と映像撮影などについて事例紹介を検討 

 

 入館者数が減少するシーズンがある場合のユニークな取り組み

について 

 「木の実でリース、おひなさまをつくろう」、「正月飾りをつく

ろう」などを少人数募集して閑散期しかできないじっくりと取

り組むイベントをおこなっている（富山市科学博物館） 

 ・登録ボランティアが講師を務めておこなう場合もある 

 ・正月飾りは人気があった。定員の５～６倍の申し込みで抽選に。

 かんじきを履いて短時間の雪原ハイキング（富山県立山カルデ

ラ砂防博物館） 

 ・かんじきやスノーシューの雪面歩行が未経験の方に、かんじき

の仕組みや履き方などを講義した後に、館近くの河原に出かけ

て冬季に活動する動物の足跡や植物の芽を観察する 

 

 今後のブロック活動でおこなってみたい研修や連携協や他館に

相談したいこと 

 貸し出し展示物がデータ提供されることが多くなった。実物に

触れることができる展示物を新規に提供していただきたい。 

 指定管理制度下での人材確保と育成・待遇改善・長期運営ビジ

ョン 

 博物館間における展示装置の貸し借りのネットワーク、運搬方

法などについて 

 他館とイベント等での連携 
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６． 実施状況  

本田孝夫 北信越ブロック幹事挨拶 ブロック会議進行状況 
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全国科学館連携協議会 令和元年度 北信越ブロック研修会 活動報告書 

 
１． 日 時 2020（令和２）年 1 月 23 日（木）15：45～17：00 

2020（令和２）年 1 月 24 日（金） 8：45～13：00 

   

２． 場 所 研修１ 

富山市科学博物館 

 富山市西中野町一丁目 8-31 

研修２ 

北陸電力株式会社 技術開発研究所 雷センター 

 富山市久方町 2番 54 号 

富山県広域消防防災センター（四季防災館） 

 富山市惣在寺 1090-1 

   

３． 参加者数 加盟館 10 館 15 名（東北ブロック 1館 1名を含む） 

連携協事務局 1名 

   

４． 概 要  

 研修１ 1 月 23 日（木）15：45～17：15 

科学コミュニケーションを軸とした福井県児童科学館の取り組み

について 

講師：河合巧磨氏（福井県児童科学館 子ども支援課 科学普及Ｇ）

 

 富山市科学博物館収蔵庫見学ツアー 

開催館の厚意を得て、収蔵庫の展示品の整理分類状況について

見学した。 

 研修２ 1 月 24 日（金） 

9：00～10：15 北陸の雷の特徴と電気設備の雷害対策 

講師：杉本 仁志 氏（雷センター所長） 

講師：松浦  進 氏（雷センター副課長） 

10：45～12：30 防災施設の見学と災害体験施設の体験学習 

 講師：安村  誠 氏（富山県消防学校副校長） 

 講師：西浦  勉 氏（四季防災館業務課長） 

   

５． 内 容  

 研修１ 福井県児童科学館で実践している「コミュニケーション・ラボ」につ
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いての事例紹介 

・ライフステージに合わせた「感じる」、「知る」、「考える」、「行動

する」をキーワードにして、それぞれのステージに合わせたプロ

グラムを館内で実践しており、その一部の、「おとであそぼう」、

「光のふしぎ」などについて研修で実施していただいた。 

 

富山市科学博物館収蔵庫見学ツアー 

・開催館の厚意を得て、収蔵庫の展示品の整理分類状況について見

学させていただいた。 

 

 研修２ 北陸の雷の特徴と電気設備の雷害対策 

・北陸の気象に特徴的な冬季雷は、その放電特性が送電設備に対し

て極めて大きな影響を及ぼすことから、避雷対策についての研究

を電力会社独自でおこなっており、今回その一端を見学させてい

ただいた（資料別添）。 

 

防災施設の見学と災害体験施設の体験学習 

平成 24 年に整備された富山県広域消防防災センターは、消防学校

と災害啓発施設である四季防災館で構成され、有事の際には防災拠

点として災害対策本部の代替機能施設としての役割も課せられて

いる。この度、センターの厚意を得て、訓練施設と防災備品の備蓄

倉庫と四季防災館を見学させていただいた（資料別添）。 

 

６． 実施状況  

コミュニケーションラボの概要説明 

（河合巧磨氏） 

観察・実験・体験プログラム 

「光のふしぎ」について（河合巧磨氏） 
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煤を付けた球は水を弾いて空気膜を作り 

光を反射する（河合巧磨氏） 

３枚の鏡を使った小さな箱 

ラビリンスボックスを観察する（河合巧磨氏） 

富山市科学博物館にて収蔵庫を見学する様子 富山市科学博物館にて収蔵庫を見学する様子 

研究内容についての概要説明 

（北陸電力雷センター） 

世界でもまれな冬季雷の特徴について 

（北陸電力雷センター） 

発雷の観測と雷雲の移動監視について 

（北陸電力雷センター） 

高圧放電装置を使った避雷器などの性能試験 

（北陸電力雷センター） 
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救命実習室の主な機能と役割について 

（富山県消防学校） 

備蓄倉庫の主な機能と役割について 

（富山県消防学校） 

３軸起震装置で兵庫県南部地震の揺れを体験 

（四季防災館） 

建物火災で発生した煙と停電を体験する 

（四季防災館） 

  

  

 
















